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この調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものである。

昭和 44 年 3 月

北海道開発庁
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5 万分の l 地質図幅
上 阻 部 (網走ー第 9 号)

説明書 ノ、

北海道立地下資源調査所

技術吏員 長谷川 潔

*同 長尾捨

嘱 託河内晋平

-川d 吉田 勝

はしがき

この凶幅および説明書は，昭和 39 年から昭和 41 年まで， 3 年間にわたって実地し

た!昨外調査の結果をとりまとめたものである。

野外調査は，長谷川と長尾が興部)11流域を，河内がサンル )11 ，モサンル )11 ，シカ IJ

ベツ川流域を，吉田が，興部川上流地域からパンケオロピリカイ川流域，ミl，]?4B川流域

の地域を，それぞれ分担した。なお，北海道大学理学部浦島幸世助教授には， 3 年間

にわたって，宇津周辺からベンケ川上流地域，同|隔北部地域の一部など，存地の調査

を担当してもらい， L司i幅作製に大きな御援助を賜わった。また，東京教育大学理学部

橋本亘教授には，興部川流域の一部の先第三紀層分布地域を，富[Ij大学教育学部相馬

恒雄氏には上興部地域の火山岩地帯を，東京教育大学理学部平弘一氏には六興地域の

先第三紀分布地域を，それぞれ踏査していただいた。

なお，調査の取りまとめに当っては， 上興部鉱床については，道立地下資源調白YIf

土居繁雄鉱床部長の，モサンル鉱床については，道立地下資源調査所鉱床部藤原朽うた

科長の資料をいただいた。

協告に入るに先だち，上記のかたがたに深く感謝するとともに，現地でいろいろお

If士話になった，興部林務署，推武林務署，ーノ橋営林署の各位に厚く御礼を中し上げ

る。

*43 年退職，現在サンコー・コンサルタント株式会社技術顧問
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I 位置および交通

この図幅は， 北緯 44 2ー0'--44ー30' と東経 142°45'......143° 0" の範囲をしめている。行

政的には，北部地域が紋別郡雄武町に，東部が紋別郡興部町に，南部が紋別郡西興部

村に，西部が上川郡下川町の 4 町村にまたがっている。

この図幅の南端縁にそうように，国鉄名寄本線が走り，それとほぼ平行して国道が

設置されている。この名寄本線から図幅地域に入る駅としては，西側から，ーノ橋・

上興部・西興部・六興・中興部の各駅である。このうち，ーノ橋と西興部の 2 駅は，

この図幅範囲よりやや南側にはずれた位置にある。国鉄と国道以外には，とりたてて

述べるほどの交通網はないが，林務署や営林署によって，各河川ぞいに林道が敷設さ

れており，交通は，割合便利である。
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第 1 図位置凶
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II 地形

l斗幅地域は，オホーツク海岸と天塩川ぞいの，両干野にはさまれた，山岳地帯であ

るο

雄武町，興部町，西興部村管内を流れる興部川，パンケオロピリカイ川，当沸川な

どは，いずれも流路を西から東にとり，オホーツク海にそそいでいる。これに反し，

下川町管内を流れるサンル川やシカリベツ川は，西方に流路をとって天塩 JII と合流

し，日本海にそそいでいる。すなわち，紋別郡と上川郡とを境する陵線は，オホーヅ

ク海にそそぐ水系と，日本海に流れる水系の分水嶺となっている。

凶幅のほぼ中央部は，毛鐘尻山(標高 916.3 m) ・ポロヌプリ岳(標高 835.2 m) ・

~沸岳(標高 742.2 m) および岩上山 (691. 0 m) などを中心とした，比較的標高の

q
、
\ !f1'

第 2 図地形整理凶(沢を lkm 間隔で埋めた図)
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高い地帯となっている。 5 万分の 1 地形凶を， III長 1km で谷を埋めたl当を作製してみ

ると，第 2 凶にみられるように， この高標高部のまわりを，標高 200---300 m の低標

高地4市がとりまき， その r~l間の標1弓 400---500 m のところは， 他の地域に比べて急、傾

斜の地帯となっている。 j由形を整理すると，全体にやや平Jil.な地形を呈するが，実際

には，河川が深く切り込んでおり，地形は険しい。とくに，市部の先第三系が分布し

ている地域は非常に急峻であるO また，凶111同地域には、Ii坦i也が非常に少なく，興部川

ぞいに，幅 500m---1 km で ， {11JJ，*からの比I需 7---10 m の千坦面が形成されているてい

どである。

III 地質概説

乙の地域の地質は，第 31刈の地質総括去にしめすとおり，先第三紀の地層，新第三

紀中新世および鮮新[Itの地層，第四紀の地層から構成されている。

先第三紀の地層は， I湖面の l河部地域に!ムa く発達しており，その分布範聞は，凶幅地

域のほぼ 3 分の l をしめている。この地層は， 上興部層，東興層およ "(f西興部層に分

けられ，さらに上興部層と西興部層は，それぞれ数部層に納分される。これらの地層

は，いずれも砂岩と粘板宕(または頁岩)の互層が主体となっている。

新第三紀中新世および鮮新世の地層は， I司l隔の中央部から北部にかけて分布してお

り， l割高地域のほぼ 3 分の 2 の範囲をしめている。新第三紀層は 8 層に分煩される

が，そのうち，中新IH~!骨は，六興層・下津)骨・大官沢熔岩・インサム熔岩・サンル熔

岩に，鮮新刊:1脅は.モサンノl.- II首・ポロヌブリ熔岩. ~~，弗熔岩に，それぞれ区分するこ

とができる。これらは，ともに安山官や流紋岩などの熔岩を主にしており，正規堆積

岩類は少ない。

一方，第四紀の地)骨は， 2 段の段丘堆積物と J-H錐堆積物であるが，両者とも局部的

に発j主しているにすぎない。

IV 先第三系

まえにのべたように，先第三紀の地層は，凶IIJ両の l干j部地域に分布しており，凶III日地

域のほぼ 3 分の 1 の範四をしめている。先第三紀!骨は上興部同・東興!苦・西興部層の

3 層に分けられる。さらに，岩質から，東興層は単!骨であるが，上興部層は 2 部層

に，丙興部層は 4 部層に細分される。 上興部!膏は凶III肩の西側地域に，東興層は中央地

-5-



域に，西興部層は東側地域にそれぞれ分布している。これらの地層は，すべて断層で

接しているため，それぞれの土・下関係はよく判らない。いちおう，図幅西側に花こ

う岩類が注入する構造帯が走り，そとに上興部層が分布し，東側にむかつて，階段状

に落ち込む，という地質構造がうかがわれるととから，下位から I二興部層，東興層，

商興部層という累重関係を考えた。

なお，後にのべるように，従来から西興部層は他の 2 地層よりも，新期の地層とみ

なされてきている。これらの地層のうち，西興部層中から合化石礁が産出したが，こ

の地層の地質時代を示す化石は，まだ発見されていない。また，上興部層，東興層の

2 層からも化石が発見されていない。したがって，この凶l隔では，これら先第三系 3 層

の地質時代を明らかにすることはできなかった。

北海道の中軸部に発達している先第三紀層には，白望紀のエソ1雷群と，詳しい地質

時代はまだ判っていないが，いちおう，ジュラ紀を主体にし， 上限は下部白望紀まで

およぶとみられる日高累層群の 2 つがある。

凶幅地域に分布する先第三紀層のうち，上興部層は，これまでも日高累層群として

*とり扱われてきており，その岩質的特徴も明らかに日高累層群に一致する。一方，西

興部!曽は，これまで知られている日高累層群と岩相が違い，また岩質は新しそうな感

じを与えているO しかし，エゾ層群とも岩相的特徴が一致しない。したがって，西興

部層を両層群から切り離し，時代未詳中世層とされていた。

今回の調査によって，西興部層の岩質的特徴は，日高累層群のそれに非常によく類

似していることが明らかになり，日高累層群の一部に対比される可能性がつよくなっ

た。また，東興!曽は，これまで日高累層群の一部とされてきた地層であるが，後にの

べるように，その特徴は，上興部層と西興部層の中間の性質を示している。これを，

簡単に上興部層心一部とするわけにはゆかないので，この凶幅では， 5JIJの地層として

取扱った。これまでのべたように，西興部層をも含めて，この地域の先第三紀層は，

すべてが日高累層群に合まれる可能性が強し、。

IV.! 上興部層

上興部層は，国鉄西興部駅より丙側の国鉄線ぞいに露出している。一般に，岩質は

粘板岩と砂岩の互層であるO 岩相から下部の粘板宥・砂岩互層部と，上部の粘板岩・

*20 万分の 1 北海道地質図
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i沙右・チャートの互層部とに分けられる。 IHI者を A層，後者を BII"!と仮称した。一般

に，地層は NW-SE の走向で，東に傾斜している。

この地層は，粘阪岩と砂岩を主とし，そのなかにチャート・訂版宕・輝緑凝灰岩な

どをはさむことからみて，日高5共同群中でも，神威層群の上位部に対比されるもので

あろう，と考えられる。

IV.l.l A 層 (K 1)

この部層は， I層興部村東興部法よりも丙側の地域に分布している。 児色を呈する細

粒のグレイ・ワヅケ砂岩と粘板去の互層で，右相は単調である。この地層の分布地域

内では， j也)曽が強く圧砕され，粘板岩が千枚岩状になっている地市が，各所に発達し

ている。このような場所では，位行の崩壊を起している場合が多い。また， l'S lr幅南西

端部のシカリベツ川流域では，この地層がし、ちじるしく擾乱され，その中に花こう岩

頴が注入し，花こう岩休周辺の地層立，ホルンフェルスにな~)ている O

地層 D定向・傾斜は，大きくみて， N20
0

_40
0

W ・ 400~300NE である。 L興部駅

附近で，摺01]構造がよく観察され， N20° ，......， 30
0
W ・ 20°_30

o

NW Jj向の制lをもっ摺I~J

と， N70
0

E ・ 50
0

NE 方向の軸をもっ摺曲の 2 つが区分される。 Iri]ー露出に両者が発達

している場合を見ていないので，はっきりしないが，定向に、ド行した軸をもっ摺曲が

第 4 図 千枚持化部における崩壊
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先で，他はより後の形成によるものであろうと忠われる。

IV.' ・ 2 B 層 (Kz)

この部屑は，東興部落附近から西興部駅近くまで蕗'出している。この部!曜の下半部

は，赤色チ γ ートと花賞粘板岩 (Argillite) を主とし，その中に粘板岩や黒色の細粒

グレイ・'}ッケ砂討をはさんでいる。上半部は，粘版岩と黒色~淡緑色，細粒~中粒

のグレイ・ワヅケ砂宥の互層である。とくに珪質粘板岩は，淡緑色~緑色または褐色

を示し，チャートによく似た珪質な部分から，粘板岩にちかし、泥質な部分まで，宕質

の変化がみられる。

また， t:興部駅北方的1.3km のところに， J二興部鉱山が稼行している石灰岩が露

111 している。この石灰有体周辺には輝緑凝灰岩や粘板岩が分布している。この附近は

露出がJE く，この石灰胃層と先にのベたA層・ B層との関係は不明であり，作凶とか

ら，いちおう A層f t1に含めたが， B層の中に含まれる可能性もあるO

地層の走向・傾斜や摺曲構造は， A層のそれと，まったく同じである。

IV.2 東興層 (To)

この地層は，西興部駅附近から，東興部落北方の沢の上流にかけて分布している。

層厚 500m 以上の厚い砂岩層で淡緑色~灰色を呈する，細粒~中粒のクレイ・ワッケ

砂有である。その風化面は黄褐色~緑灰色を呈する。また，中に粘板岩の薄層が縞状

にはさまれていることが多い。

地層の走向・傾斜は，上興部層と同じである。

地層の走向・傾斜からみれば，整合的に上興部層の上位に東興層が乗るようにみら

れる。しかし凶幅地域内で，両者の関係が直接観察されるところはなかった。また，

これまで，日高累層群の神威層群の中に，このように厚い砂岩が発達している例はま

だ知られていない。さらに，砂岩の肉眼的・顕微鏡的性質は，上興部層 B層の上位部

に発達している砂岩に類似する点もあるが，むしろ，次にのベる西興部層の中の砂岩

と類似している点が多い。したがって，この凶幅では，上興部層と東興層が断層で接

していると解釈し，まえにのべたように，上興部層とは別の地層名をつけた。この砂

右層は，本図幅よりも，市に隣接する西興部凶幅の範囲により広く分布しているので，

将来西興部図幅の調査.によって，この地層と上興部層や西興部層との関係が明らかに

なると思われる。

IV.3 丙興奇I; 層
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この地層は， 1938 年，竹内嘉助が 10 万分の l 興部|司幅のなかで， 中生層とした地

層である。当時，現在の日高果層群は古生層とされていた。また， 1956 年，遠藤隆次，

橋本亘によって，この地層中の礁岩の石灰岩礁から Nankinella Sp. など、二畳紀をノJ~

す化行を発見し，この地層を西興部層とよんだ。その後，著者の 1 人長尾が，興部川

ぞいの調査を行ない，実態を明らかにするとともに， 上興部層や東興層と，違った地

質構造をとっていることを明らかにした。

この地層は，西興部村七重部落の興部川トー流流J!JXに!よく分布している。東興層とは

明らかに断層で接している。砂岩を主体にしており，なかで，砂岩・頁岩互層，緑色

砂岩層，灰色砂岩層， JJ:岩層の 4部層に分けられ，それぞれA層， B 層， c!乱 D 層

と仮称した。この 4 者のうち，分布範囲の大部分を占めているのは， B層と C 層であ

るc なお頁岩は，上興部層の粘板岩中には，境問が発達しているのに対し，かなり軟

弱で男開もみられず，外観が違うので，粘仮岩と区別した。

野外で，各部層聞の層位学的関係が担握されるのは， A層の上位に B層が発達し，

C 悼の上位にD層がのっていることであるo B 層と C層の関係は不明である。 しか

し，次にのべる大きな背斜軸にそって A層が分布するので，最下位の部層とみること

ができるc また，後にのべるように， c層中にも緑色砂岩が含まれており， B層中にも

灰色砂宕が挟まれていて，共通点が多く，両部層間には密接な関係があるとみられる。

この 2 点から，西興部層の層序は，下位から A層， B 層， c 層という順に重なり， D

層が最上位と考えられる。

地質構造は，この地層が砂岩を主体とし， J，:(岩が非常に少ないので，地層の走向・

傾斜の測定が困難な所が多く，その詳細を明らかにするのは難かしい。しかし，分布

地域全体にわたって，大きく地層の走向・傾斜をみると，パンケ川中流からベンケ川

中流にかけた，ほぼ南北の線を境として，その東側では N60° E の走向で SE に傾斜

L ，同側では反対に N50° E の走向で NW に傾斜している。したがって，このノミンケ

川中流からべンケ ill中流を結ぶ線に，分布地域内における最大の背斜軸の存在がうか

がえるつ

さらに細かく構造をみると，背科軸の東側でも西側でも，まえにのベた背斜軸と別

系統の軸をもっ小さな摺rtt!構造が定達している。とくに東側に顕著であって，その軸

は，地層の走向と平行する N60° E 方向をとっている。なお，この大きな摺曲軸の軸

部に Ai吾が分布している。
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地質構造的に，上興部層や東興層と比較してみると，地層の走向や摺曲の点で，両

者とはかなり異なった構造がみられる。地層の走向方向がちがい，また摺曲について

も， N60ー E 方向の軸の存在は，まえにのべたように，小規模ながら上興部層の中に

みられるが， N-S 方向の軸をもっ大きな摺曲構造の存在は， 西興部層以外の地層中

では確認できなかった。

この地層の地質時代は，化石の産出がないため，明確なことは判らない。しかし，

この地層の一部に石灰岩を挟んでいることと，全般的に砂岩の構成物中に多量のスピ

ライトがみられることの 2 点から，この地層は，日高累層群の地層であり， しかも，

先第三系全体の構造からみれば，神威層群よりも上位，すなわち空知層群に対比され

る地層である可能性が非常につよい。

従来の資料では，神威層群と空知層群のとの聞に，大きな地質構造上の違いはなか

った。もし，西興部層を空知層群に対比するとすれば，神威層群に対比することので

きる上興部層との，地質構造の違いを，どのように説明するかという問題がある。し

たがって，上興部層中の地質構造をもっと詳しく検討する必要があるが，この凶幅で

は，上興部層の露出範囲がせまく，その詳細を明らかにすることはできないので，上

興部層の広く発達する西興部図幅の調査によって，将来具体的に究明されると思われ

る。

IV.3.1 A 層 (Nl)

ベンケ川中流からパンケ川中流にのびる大きな背斜構造の軸部と，国鉄中興部駅北

方に発達する N600E 方向の小さな背斜構造の軸部にそって，それぞれ分布している。

岩相は，頁岩と砂岩の互層である。砂岩は，灰色，淡緑色，緑褐色などの色彩を呈

する，細粒~中粒のグレイ・ワッケ砂岩である。

ベンケ川中流，およびパンケ川中流では，ともに N 40
0
.......60 0 W ・ 20°.......60° NE の走

向および傾斜を示している。なお，この方向は，上興部層や東興層のそれと，ほぼ平

行した方向である。また，中興部駅北方では， N60ー.......80ーE の走向で，南または北に

急傾斜している。

IV.3.2 B 層 (N2)

パンケ川中流とベンケ川中流を結ぶ背斜軸の東側に，広く分布している。砂岩を主

体とし，一部に磯岩をはさんでいる。

第 5 図は，興部川本流でみられる A層， B層内のルート・マップである。凶にみら
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1 頁 n 2 頁岩砂岩互層 3 青灰色砂岩 4 緑色砂岩

5 濃緑色凝灰質砂岩 6 礁岩

第 5 図 興部川ルート・マップ(平原凶〉

れるように， B層の下部は砂岩と喋岩の互層で，まれに頁岩の薄層をはさんでいる。

上部は，厚い砂宕である。下部の砂岩は，灰色，青灰色，暗緑色などを呈する細粒~

中粒のグレイ・ワヅケ砂岩である。礁岩の喋種は，砂岩，粘板岩，チャート，スピラ

イトを主とし，少量の石灰岩，安山岩，石英片岩，花こう岩などである。なお，二畳
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紀の化石をふくむ礁が発見されたの

は，パンケ川下流部に発達する喋岩

中である。上部の砂岩は，暗緑色の

中粒砂岩で，一般に凝灰質である。

この一部には，方解石脈が網状に発

達し，かつて烏糞砂岩といわれた岩

質の部分もある。このほか，ベンケ

川の下流地点では，上部の砂岩中

に，かなり大きな石灰岩の岩休がは 第 6 図 B層砂岩中の喋状頁む

さまれている。また，ベンケ川中流地点，およびL~llfJ肩範囲外の西興部駅の|百1j て、も，

砂岩中に石灰岩レンズをはさんでいる。

地層の走向・傾斜は，中興部駅以南の地域では， N60° ,....,80° E ・ 300~70C SE をし

めす部分が多く，北方地域では同じ走向で，北東に傾斜する部分が多い。

IV.3.3 c 層 (N3)

パンケ川上流からベンケ川上流にかけた地域に，広く分布している。いろいろの色

彩の砂岩互層を主体とし，少量の頁岩の薄層を挟む。砂岩は，灰色，緑色，青ば色を

呈する細粒~中粒のグレイ・ワッケ砂岩であるが，ほかに濃緑色でB層中の {i少山ーと類

似した凝灰質砂岩や，新鮮な面では帯緑灰色であるが，風化面では市紅色に変る， {I

灰質でやや磯質な砂岩などもみられるO

砂岩が主体であるので，地層の走向・傾斜が不明な部分が多いが，測定できる縄問

では，全体に N40ー____60ー E ・ 40° ，....， 70° NW の志向・傾斜を示している C

IV.3.4D 層 (N4)

パンケ川上流に分布している。岩相は，砂岩と貞岩の互層であるが， 14岩 (ji; が多い。

砂岩は， c 層中の濃緑色の凝灰質砂岩をのぞくほかの砂岩と，まったく同質である。

この地層中にも石灰岩のレンス‘が挟まれている。

地層の走向・傾斜は， c層のそれとまったく同じである。

IV.3ｷ5西興部層中の砂岩

これまでのべてきたように，西興部層の砂岩は，色，粒度など、|夫j眼的な川一散はし、ろ

いろであるが，顕微鏡下で観察すると，一定した特徴がある。つぎに，簡単にその特

徴をのべる。
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砂岩は，一般に 20，.....40'}{，の粘土質部をふくみ，砂粒には火 \1\'/;' Ii ーが ..W市に多い，典

型的なグレイ・ワソケ砂告である。砂粒には，火山岩 f l ' のほか砂行， fr~ 杭i 干f，チャー

ト，石英Ji宕などがみられる。火山岩片 Aは，大部分がスピヲイトとみられるが，安 III

岩 II も含まれている。そのほか，安山岩やスピライトに煩似するが 11 長質構造をとり，

角斑宕かと忠われるような火山岩も含まれている。このほか，判長イ i ， {i 央， 'ときに

カリ長 fi ，!日ゴミぼなどの鉱物 fl がみられる。また， ごく少量ながら，牧故山の化イ i も

含まれている。

第 7 図 C 層砂岩の顕微鏡写真

この特徴は p 各砂右に共通しているが，砂宕によって，粒度や構物盈比に違いがあ

る。例えば， 071 緑色凝灰質砂岩は，火山岩j{'を多く含んでいる。

|再興部憎の砂岩と， J二興部!吾や東興!曽刀砂岩とを比較すると，まえにのベた特徴は，

すべてに共通しており，砂有の構成物から区別することはできない。色，粒度，構成

物量比などからみると差異があるが，それでも，上興部層 B 屑の一部の砂右，史・IJij I留

の砂岩，丙興部!骨の i農椋色凝灰質砂有，市緑色・石灰質の機質砂山をのぞくほかの砂

宥は，非常によく煩似している，ということができる。

IV.4 火成岩・変成岩類

凶幅の南西端部で，上興部層中に花こう岩や斑れい岩が道入しており，む休の周辺

にはホルンフェルスが形成されている。憐接西興部凶 l隔の国鉄ーノ崎駅の東 }j に，大
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きな花こう岩体が発達しており，図|隔地域の花乙う岩体は，その北方端末部にあたっ

ている。

図幅内の先第三紀の火成岩は，花こう岩と斑れい岩の 2 種で，変成岩はホルンフェ

ルスだけである。

IV·4·1 花こう岩 (Ga)

シカリベツ川下流地点， 2 ヵ所に分布しているが，下流側のものは，ごく小規模な

花こう岩脈である。

この花こう岩は岩相変化がはげしく，つぎにのベる斑れい岩に類似した部分もある

が，代表的なものは，中粒で灰白色~赤褐色を呈する。斜長石・石英・黒雲母から構

成されている。

IV·.4·2 斑れい岩 (Gb)

花こう岩と相接して，上興部層中に道入している。この斑れい岩は，優黒色を呈し，

科長石，角閃石から構成されている角閃石斑れい岩である。岩体は，一般に圧砕を受

けている。また， N800W 方向の割れ目にそって，優白質脈が発達している部分もあ

る。

IV.4.3 ホルンフェルス (Do)

花こう岩体周辺の粘板岩や砂岩は，茶褐色のホルンフェルスに変っている。

顕微鏡下で，乙のホルンフェルスを観察すると，一般に黒雲母と石英が寄木状に組

合さった構造をとっているが，なかに董青石の斑状変品が形成されている部分もある。

V 新第三系

新第三系は，図III話の中央部から北部にかけて，ほぼ図幅の 3 分の 2 をしめる地域に

広く分布している。新第三系は，六興層，宇津層，大宮沢熔岩，インサム熔岩，サン

ノレ熔岩，モサンル層，ポロヌプリ熔岩，および当沸熔岩に分けられる。これらの中か

らは，まだ化石が発見されていないので，明確に地質時代を決めることはできないが，

岩質からみて六興層，宇津層，大宮沢熔岩，インサム熔岩，サンル熔岩の 5 者は中新計

に，モサンル層，ボロヌプリ熔岩，当沸熔岩の 3 者は鮮新世に属するものと思われる。

正規堆積岩は六興)昆下津層，モサンル層の 3 層だけであり，地質凶にしめしてあ

るように，それらはひじように局限された分布をしめてしいる。図幅地に発達してい

る新第三系の主体となっているのは，安山岩や流紋岩の熔岩である。
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V.I 六興層

図幅南東部の，西興部村六興部落附近に発達し，西興部層を不整合におおって分布

している。この地層は下部の磯岩を主とするA層と，上部の泥岩から成る B層とに分

けられる。

この地層は，東に隣接する興部図幅地域に広く発達していて，この図幅地域に分布

するものは，その西縁部にあたっている。

V.1.1 A 層 eM!)

喋岩から構成されているもので，いわゆる基底礁岩に相当する。厚さは，所により

いちぢるしく違い，六興部落東方の稜線附近では，数 m の厚さであるが，興部川ぞい

では 100m にちかし、厚さに達する O 岩質は，礁がほぼ等粒で，粘板岩，砂岩，安山岩

の円礁から成る場合もあるが，一般に不等粒の礁から構成され，礁種も安山岩の亜角

燥を多量に合む場合が多い。なかには，基質が凝灰岩で，擦が安山岩の角喋だけから

なる凝灰角礁岩部もみられる。また，これらのなかには，砂岩や泥岩の薄層が挟まれ

ている O

Vｷ1ｷ2 B 層 (Mz)

六興部落東方の按保土に分布し， A層の上位に整合に践する/f，掲色のiI己宕と同色の

第 8 図時む中の角礁凝灰岩部
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シルト岩の互層である。

V.2 宇津層 (M3)

図幅東部の興部町宇津原野の周辺地域に，やや広く分布している。このほかパンケ

川上流・当沸川下流・パンケオロピリカイ川下流などの地域で，熔宕におおわれ，河

川ぞいに露出している。この地層は，個々の露出の範囲は狭いが，露出している個所

の分布範聞からみると，各種熔岩の下に広く分布し，おそらく図l隔の北半分ていどの

範囲に発達しているものと思われる。六興層との層位学的関係は不明である。

岩質は，全般的に凝灰質であるが，宇津原野では，下部が安山岩礁を多量にふくむ

喋岩，凝灰質砂岩，砂質泥岩の互層で，上部にむかつて，しだいに計相が細粒化する。

また，上部層中には，緑色の凝灰岩がはさまれている。

この地層の構造は，露出が点在しているためよく判らないが， N20ー.........30ーW の~t

向をとって，ひじようにゆるく摺曲しているようである。

V.3 大宮沢熔岩 (L I )

この熔岩名は，西に隣接するサンル凶幅の命名によった。分布する範囲は，モサン

ノし川中流，および興部川 ι流からパンケ川上流にかけた地'市である。この熔岩は，次

にのベるインサム熔岩と岩質がよく似ており，岩質上から両者を区分するのは難かし

第 9 図大宮沢惰岩の露出
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く，両者が同ーの熔岩に属するものである可能性がある。しかし，興部川上流の観察

では，上興部層を直絞おおって，凝灰岩や凝灰質砂宕をはさみ，集塊岩を主とする熔

宕が発達し，その上部では塊状の熔宕となっている。この凶幅では，いちおう，集塊

岩部と熔岩部に区分し，前者を大宮沢熔岩，後者をインサム熔岩とした。また，この熔

岩は，モサンル川でも集塊岩部をはさみ，パンケ川でも凝灰質砂岩や集塊岩部をはさ

んでいる。興部川上流の凝灰質砂岩は， E-W, ION の走向・傾斜をしめしている。

この熔岩の岩質は，黒色を呈するち密なガラス質安山岩である。顕微鏡下で観察す

ると，斑品は， しそ輝石，普通輝{:i，斜長石で，石基はピロタキシテヅグ構造をとり，

そのなかに石英や，l~，~雲母の徴品がみられることもある。一般に新鮮な岩石であるが，

興部川上流では，この熔岩中に E-W方向の割れ目が発達し，割れ目を中心に結泥石

化し，プロピライト状になっている部分がみられる。

V.4 インサム熔岩 (L z)

この熔岩は，シカリベツ川上流，興部川上流，パンケ川上流から，凶幅北部全域に

かけて広く分布していて，推武閃 l隔のイナシベ、ソ熔岩に相当している。大宮沢熔岩と

は，まえにのべたような関係にあるが，大宮沢熔岩が分布しない宇津JI!，当沸川，パ

ンチオロピリカイ ill などの各流域では，この熔岩が直接宇津層をおおっている。ま

た，サンル川上流では，この熔岩が，数枚の熔岩流からなり，各熔岩流の間に同質の

集塊岩がはさまれている。

この熔岩の岩質は，全域にかけてわりあい均質で，黒色・ち密・堅硬な，ややプ J、ヲ

ス質の安山岩である。また，一般に板状節理が発達しているが，宇津川上流で i土角材:

の節理がみられる。顕微鈍下で観察すると，斑品は，しそ輝石・普通輝石・科長石で，

Ti 基は，ハイアロピリテック構造をとっている。

この熔岩は，一般に新鮮であるが，当沸川上流では， U化および粘土化などの鉱化

作用をうけ，熔岩が灰白色となっている。

V.5 サンノレ熔岩 (L 3 )

この熔岩は，シカリベ、ソ川上流，モサンノレ川上流からサンル川にかけて， Iオ幅阿部

地域に広く発達している。さらに l有に隣接するサンノ L区II隔地域内に広がる流紋岩の熔

計である。サンノし川では，インサム熔詰を I(i 妓おおっているのが観察される。また，

地質凶にしめしていないが，当沸川七五やシカリベツ川で，この熔岩と同質の流紋岩

)j)長が， インサム熔討 li el に 51£人している。
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ここでサンノし熔岩と一括したが，その内容は，熔岩と凝灰角喋岩とから構成されて

いる。また一部には，熔結凝灰岩状の岩石も挟まれている。熔岩は白，黄，褐色など

の色彩をとり流理構造が発達し，石英，科長石，有色鉱物の斑品がみられる流紋岩で

ある。ときには，流理構造にそって， 1cm 大の球かがならんでいることもある。有色

鉱物は，サンル川下流および興部川上流の右岸の岩体では角閃石であるが，その他の

ところでは黒雲母である。凝灰角瞭岩は， 3cm 大の軽石，流紋岩片および粘板岩を多

量にふくんでいる。

V.6 モサンル層 (P t )

図幅の南西端ヨコモサンル川流域に点在している。地層名はサーンル図 II·届に従った。こ

の地層は，上興部層，大宮沢熔岩，サンル熔岩などを不整合におおい，この図幅の南

西方につらなる下川図幅に広く発達している。下川地域では，新第三紀鮮新世の下 JII

層群の最下位層とされているものである。

この地層は，傑岩・凝灰角傑岩・凝灰質砂岩および泥岩の互層で，凝灰角礁岩を主

体とする。地層の層理は，ほとんど、水平で、ある。

V.7 ポロヌプリ熔岩 (P 2)

図幅の中央部から北部の稜線地域をおおい，その一部は，サンル i司幅や雄武 IZ!幅の

範囲までも広がっている。この熔岩は，サンル凶幅で、は奥サンノレ熔岩，雄武図幅では

上雄武熔岩と呼んでいる O

この熔岩は，陪灰色，堅硬であり，特徴的に板状節理が発達する安山岩である。こ

の安山岩を顕微鏡下で観察すると， しそ輝石，普通輝石，斜長石を斑品とし，石基は

ハイアロピリテック構造をとっている。

V.8 当沸熔岩 (P 3)

図幅の中央から北東よりの位置にある，当沸岳や岩上山を中心にした山頂部に分布

し，ポロヌプリ熔岩をおおて発達している安山岩である。/

l夫青色のち密な安山岩で，一部に板状節理が発達するが，全体を通じて規則正しい

節理の発達はみられない。斑品は，しそ輝石，普通輝石，斜長石で，とくに斜長石の

結品が大きい。

V.9 玄武岩脈 (B)

以上のべてきた各岩石のほかに，新第三紀の火成活動によると考えられる玄武岩が

ある。その法入時期は，中新世 jミ期と思われる。
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玄武岩脈は，モサンル川上流やサンノレ川上流にみられる。岩質は優黒色の色彩をも

ち，ち密で柱状節理が発達し，かんらん石をふくむかんらん石玄武岩である。

VI 第四系

この地域に発達している第四紀の地層は， 2 段の段丘堆積物，崖錐堆積物，および

現河川にそって形成されている氾濫原堆積物の 3 つである。これらは，いずれも発達

規模が小さく，局部的に分布しているにすぎない。

VI.1 段丘堆積物

各河川にそって，段丘が発j圭している。段丘には，河床面からの比高 7---10 m の面

と， 20，......，30 em の高い面の 2 者がある。 20，......，30 m 高い面を構成する堆積物を第 1 段丘

堆積物， 7，......，lO m 高い面を構成するものを第 2 段丘堆積物とした。

VI.1ｷ1 第 1 段丘堆積物 (T 1)

第 1 段丘堆積物は，発注規模がひじように小さく，興部川の上興部部落から下流の

本流ぞいにみられるだけである。その他の河川にそっても，部分的に存在している

が，ごく小規模で，痕跡ていどに残されているだけである。

VI.1ｷ2第 2 段丘堆積物 (T2)

話 2 段丘積物は，地岐により発達規模が違うが，どの111}1I 1 の川岸にもみられる。と

くに，興部川や葉興部川のinU告では， fEj主が良好である，この段丘面上は，居住地や

世耕地として利用されている。

VI.2 崖錐堆積物 (TI)

i寸 II両内で;ま，小規模ながら，持地Jこ H~錐耳t積物が分イfj しているc ことに，地形の引

でのベた， f事 I奇 500，......，600 m [;1'L;庄の之傾斜部と， 300m 以下のヂ担部との地形の変換

/f ， すなわち，急傾斜から緩傾~'，:いこうつりかわる付近にた達しているものが多い。

この堆積物は，右~.J:忠を f沙や i l己が埋めたものである。岩塊は背後地の岩行が崩壊した

もので，そのむイlf単一は背後地を構成する岩層により一様でないG

出錐堆詰物の形成時期を.この|斗III日ではいちおう沖積 jtt としたが，なかには第 2 段

丘i官積物におおわれる ii{釦堆積物もあり， -~t刊は洪積[Ii:に形成されたものであるむ

VII 応用地質

iえ)111 日地域は地下資似に乏しく，とくにあげられるものとしては，先第三紀層中に介
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在する石灰石鉱床と，サンル熔岩中に佐胎する金・銀鉱床だけである。石灰石鉱床は，

上興部駅の北方約1.3km のところに，現在 k興部鉱山が稼動している。金・銀鉱床

は，モサンル川中流にあり，モサンル鉱山として探鉱されたことがある。

このほか，閃幅内に碧玉を産する。また，ポロヌブリ熔岩や東興層の砂岩は，石材

として利用することができる。

VII.l 金・銀鉱床

凶幅内では，モサンル川中流にみられるだけである。

モサンル鉱山

この鉱床は，昭和 17 年頃， 転石が糸口となって発見されたといわれている。 その

後，断続的に探鉱が行なわれてきた。現在でも，当時の旧坑が残っている。

鉱床は，サンル熔岩中に匹胎する含金・銀石英脈である。露頭では， E-W の方向

で， 80°----85° 北に傾斜する石英脈が 2 本みられる。いずれも 30cm ていどの脈幅で，

品位は， Autr--1.5gjt と低い，鉱脈の延長は，まだ確められていないが，期待でき

るものではなさそうである。

この鉱床は，規模およびl引立からみて，稼行は難かしいと忠われる。

VII.2 石灰石鉱床

石灰石鉱床としては，上興部層中に肝月 fi する鉱床と， If§興部層 I~ の 2 者がある。， ilj

者は，まえにのべたと興部駅北方に位置い上興部鉱山が稼行している。後者は，パ

ンケ川下流部にみられ，現在利用されていない。

*上興部鉱山(北海道良材工業株式会社)

この鉱床は，上興部駅の1.5km ほど北方に位置している。 この鉱床にたいして，

昭和 9 年，酸性土壌改良補助事業の一環として，北海道庁直営の石灰石工場が建設さ

れた。昭和 19 年，北海道興農会社が設立され経営が移った。昭和 21 年，社名変更が

行なわれ，昭和 22 年北海道農材工業株式会社:と，会社の再編成が行なわれ，現在にし、

たっているO 現在，ほぽ 50 ， 000 tj年が生産され，農業用炭カルに向けられている。

この鉱床は， _l興部層中の粘板岩，砂岩，輝緑凝灰岩の互層中に佐胎する石灰岩で，

その屯向は， NW-SE をしめしている。鉱体は， J二興部駅北方1.5km の地点に，左

*土居繁雄，高橋功二 (1968) : 北海道農材工業(株)上.興部鉱山，本聞の沢石灰

石鉱床調査報告，所内報告
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III，右山の 2 鉱体，駅より 3.7km 北方地点の本間の沢鉱体， およびその中間にある

中ノ沢鉱体と，数鉱体が分布している。このうち採桝の対象になるのは，左山鉱体(可

採鉱量 260 万トン)と本聞の沢鉱体(可採鉱量 180 万トン)である。これまで稼行されて

きたのは，左山と右山の 2 鉱休であったが，右 III 鉱体は採掘されつくした。現在本

間の沢鉱体の係掘準備が行なわれている。

パンケ川鉱床

この鉱体は，パンケ川下流， I司幅東縁部に位置し，河興部!吾 B層の濃緑色凝灰質砂

fi の中に介在している石灰岩である。

この鉱体は， N45ーW • 55ー.--60ー SW の走向・傾斜をしめし，主|何万向に延長約

120m ，幅 60m の小規模な岩体である。口 I採鉱量は約 80 万トンで， その lIlI 位は， )J1j去

のとおり良質なものである。ただし鉱体の東縁部ぞいに l幅 20m ていどの範囲は， H

百な訂!疋石となっており，品位が低下している。

パンケ川石灰石化学分析表

MgO Si02 Ah03 十 Fe 203 Ig ・ loss

A 55.78: 0.78! 0.06 0.36 43.83

B 55.88 0.56 0.26 0.31 43.68

C 15.18 0.81 68.15 3.16 12.71

(分析者:道立地ド資源調査所 佐藤 厳)

また，この鉱休の北丙延長方向にあたる，宇津川流域て、も，石灰岩の有塊が沢に i~~

れており，その附近にも石灰岩の存在が予想される。

このほか，西興部層中にイ 1 fX 宕が介在している TW が，数カ所あるが，いずれもレン

ズ状のごく小規模なもので，採隔の対象となるものではない。

VII.3 碧玉

ペンケ川の，凶 II!面東端から約 2km 七五の地点で，北方に分岐する枝 i!( の段 fj~U こ，

?っ王が存在していることは，かなり以前から矢 II らされていた。昭和 41 年，著者らが肝

ヰ調査を行なった頃は，現地が，無謀な乱掘によって，すっかり荒!奮し ， Itt'状 11 充分

に確め難い状態であった。

現地は，地形がやや凹んでおり.との地.'人 l;~f ，

f砂沙層に，碧」玉;の岩}片十が喋)層脅状になつて産 J出H している。相馬正二によれば， この地域の

碧 I，:は，赤や黄色もあるが，青色のものが主体で，一般に，大型!の宕 J; ーは硬度が低く，

21



小型のものが硬度も高く良質である。利用面はペンダントや指輪などの装飾品に適す

*るといってし、る。

ここでのべた産地のほかに，この北方延長部にあたる宇津川上流でも碧玉の転石が

みられる，といわれている。

産地附近の地質は，インサム熔岩であるが，この熔岩が緑色粘土質の変質岩になっ

ており，その一部に碧玉脈が形成されている。変質岩の発達方向は，ほぼ南北である。

このことからみると，この地域の碧玉の源は，変質岩中に形成された脈であって，そ

れが崩壊し，ある特定の場所に濃集し現状』こいだったものと思われる。

*村l 島正二 (1960)，興部産碧玉石の利用試験について，所内報告
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Resume

TheareaofKamiokoppesheetmapissituatedinlatitude

44°20' ,,-,30' N. andlongitude142°45' ,,-,143°0' E. inthenorthern

partofHokkaido.

Geology

Theareaisgeologicallycomposedof pre-Tertiary, Neogene

andQuaternaryformations.

Thepre-TertiaryformationscanbedividedintotheKamiｭ

okoppeFormation, TokoFormation, andNishiokoppeFormation.

TheKamiokoppeFormationiscomposedofthelowerslateand

sandstonealternationmemberandtheupperslate-sandstone-chert

alternationmember. TheTokoFormationiscomposedonlyof

thicksandstone member, whereasthe Nishiokoppe Formation,

thoughcomposedmainlyof sandstone, canbedividedintothe

sandstone もlate alternation member, thesandstone-conglomerate

alternationmember, thesandstonememberandtheshalemember
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intheascendingorder. Nofossilshavebeenfoundfromthese

formations. Allthesandstonesoftheseformationsaretypical

greywackescarryingabundantfragmentsofvolcanicrocks.

TheHidakaSupergroupdevelopedextensivelyinthecentral

axisofHokkaidorepresentsthe deposits, mainlyJurassicand

uptothelowerCretaceousin age , formedwithintheHidaka

geosyncline. Whenthepre-Tertiaryformationsof thisarea

are compared with the Hidaka Supergroup, the Kamiokoppe

FormationcanbecorrelatedtotheKamuiGroupofthemiddle

HidakaSupergroup, andtheTokoFormationtotheUpperKamui

Group, whereas the Nishiokoppe Formation can probably be

correlatedtotheSorachiGroupoftheUpperHidakaSupergroup.

In thesouthwesterncornerofthe area, the Kamiokoppe

Formationisintrudedbythegraniteand gabbro, resultingin

theformationofhornfelsfromthesurroundingslates.

TheNeogeneformationsextensivelydevelopedinthegreater

partoftheareacanbedividedintotheRokkoFormation , Uttsu

Formation, Omiyazawalava, Insamu lava, Sanru lava, Mosanru

lava , PoronupurilavaandTofutsulavaintheascendingorder.

Theaccurategeologicagesoftheseformationsarenot known ,

sincenofossilshavebeen foundin them. Their lithologic

features , however, suggest that the formations including the

RokkoFormationuptotheSanrulavaare Miocene, andthe

threeyoungerformationsarePlioceneinage.

TheRokkoFormationconsistsofthelowerconglomerate

memberandtheuppermudstonemember, ofwhichtheformer

intercalatesandesitictu 百 breccia. TheUttsuFormationconsists

ofalternationoftuffaceoussandstoneand tu 旺aceous mudstone.

TheOmiyazawalavaisanalternationOfllavaand agglomerate,

whiletheInsamulavaconsistsofblockylava. Bothofthem

arelithologicallyhyperstheneaugiteandesite, andlayersof tu 旺

brecciaarepresentbetweenthetwo. TheSanrulavaismainly
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rhyolitic, sometimesintercalatingrhyolitictuffandwelded tu 妊

layers. TheMosanruFormationisanalternationofconglomeｭ

rate, tu百aceous sandstone, andmudstone. BoththePoronupuri

lavaandtheTofutsulavaarehyperstheneaugiteandesitewith

well-developedplaty joints, andtheformerisextensivelydistｭ

ributedalongtheridges, whilethelatterconstitutesthepeaks

suchasMt. TofutsuorMt. Iwagami. Asmentionedabove

the Neogene formations of this'districtarecharacterizedby

thepovertyofnormalsedimentsandtheabundanceoflavas of

andesitiesorrhyolites.

TheQuaternaryformationsdistributedonlylocallyinclude

thetwoterracedepositsoftheDiluvium, thetalusdepositofthe

Allvium, andtheRecentfluvialdeposit. Thedistrictisgenerally

poorinmineralresources, exceptgoldandsilverdepositsinthe

pre-Tertiaryformations. TheMosanruminealongthemiddle

streamoftheMosanruRiverwasworkedonetime. Thedeposits

consi~t ofAu-Ag-bearingquartz veins, fillingthecracksinthe

E--W direction, butsincetheyareofsmallscaleandlowinthe

metalcontents, therewouldbelittlepossibilitythatthedeposits

willbeexploitedinfuture.

EconomicGeology

TheKamiokoppeminetothenorthoftheKamiokoppeStation

isnowworkedforthelimestone, whichisincludedintheUpper

KamiokoppeFormation. Two masses of limestone with the

workableamountsofabouttwomilliontonsarepresent, running

paralleltoeach other, associatedwithnumeroussmallbodies.

Inadditionlenticularbodiesoflimestoneofsmallerscalearefound

intheNishiokoppeFormation. On 円 of themalongthedown

stream of the Panke River hasa workable amount of about

800 ,000 tons.
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